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「認め合い、学び、夢に向かって挑戦する生徒の育成」 ～楽しくなければ学校ではない～ 
 

長かった？短かった？（どちらでしょうか）夏休みが終わり、今日から二学期が始まります。みなさんは、この夏ど

のような時間を過ごしたでしょうか。部活動に一生懸命取り組んだ人、新しいことに挑戦した人、家族や友達と楽し

い思い出をつくった人、家庭や学習塾で勉強を頑張った人、それぞれに充実した夏休みだったことと思います。夏

休み明けは、少し気持ちが重かったり、生活リズムが戻らなかったりすることもあります。焦る必要はありません。ま

ずは、起きる時間と寝る時間を１学期のようにする。そうすれば、みなさんの身体はもとに戻ることでしょう。特に３年

生は、規則正しい生活を送ってください。受験勉強で毎日遅くまで起きていると、本番の時に体調を崩してしまうか

もしれません。無理をして本番で力が出せなかった、とならないように。頑張りましょう。 

さて、二学期は体育大会や学習発表会など、クラスの仲間と協力して取り組む場面がたくさんあります。一人で

はできないことも、仲間と力を合わせれば大きな成果につながります。そして３年生は自分の進路を決める最終段

階へと入ってきます。自分の目標をもち、一歩ずつ前に進んでいきましょう。 
 

➢ 吹奏楽コンクール 
７月３０日（木） 京都府吹奏楽コンクールの中学生の部 A に出場しました。課題曲「ザ・ガー

ズ」、自由曲「古都～四季の彩～」の２曲を演奏し、結果はみごと銀賞！会場の真ん中で聞いて

いましたが、とてもまとまりのある演奏で、各パートの音が美しく調

和していました。一音一音に気持ちが込められていて、音の強弱や

表現が豊かで、曲の世界観がしっかりと伝わってきました。日頃の

練習の成果がよく表れていたのではないでしょうか。３年生にとっては最後のコンクールで

したが、演奏後の記念撮影では、みんな笑顔で充実した表情でした。 
 

➢ ５組サマースクール 
８月４日（火）、５組のサマースクールが開催されました。「今わたしが思うこと」では、自らの難

聴と向き合い、これから自分はどう生きるか。高校生活はどのように過ごそうか。

など、それぞれ今を理解しながら未来を考える姿は素晴らしいものがありまし

た。聞いていた私たちも、自分の生き方を考えるきっかけにもなりました。先輩

や旧担任のお話、そして和太鼓の講習会など、とても充実した１日となりました。 
 

➢ ひまわりと６組ベジタブルフィールド 
カナリーヤシの下には、多くのひまわりが咲いています。夏も終わりに近づいているのか、

枯れ始めているものもあります。６組の野菜も収穫が終わっているものもあれば、少し枯れ

ているものも。最近は家庭菜園でも夏野菜が難しくなりました。あまりの高温に葉っぱが焼

けてしまったり、水不足だったり。５年後１０年後の夏はどのようになっているのでしょうか。

温暖化の影響もあるということですが、私たち一人ひとりが出来ることって何があるでしょうか。

考えてみましょう。 
 

 

➢ 保護者のみなさまへ 

長い夏休みが終わり、学校に生徒たちの元気な声が戻ってきました。夏休み期間中、保護者の皆様にはお子たち

の見守りや生活支援にご尽力いただき、ありがとうございました。休み明けは、生活リズムの変化や学習への切り替

えなど、お子たちにとって心身ともに負担を感じやすい時期です。学校では、一人一人の様子を丁寧に見守りながら

教育活動を進めてまいります。ご家庭でもお子たちの体調や心の変化にご配慮いただき、お気付きの点がありました

ら学校までお知らせください。また、特に３年生にとっては受験が迫ってきます。体調管理には十分にお気を付けくだ

さい。今後も保護者の皆様と力を合わせながら、生徒たちの成長を支えてまいります。よろしくお願いいたします。 


